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2D15

ᆅᇦ産学ᐁ連携事ᴗのኻᩋ要ᅉ

ὒ行（┴❧ᗈᓥ大学）ࠉすᕝۑ

㸯㸬⫼ᬒ

⯆産学ᐁ連携がᆅᇦの᣺ࠉ ͌ 活性໬の୺要なྲྀり⤌

な施策、事ᴗが実施ࠎの一つとして認㆑され、様ࡳ

されてきた。ᅜ等の୺要な事ᴗについては事後ホ౯

がなされ、成ຌ事౛に関する報㐨も┒ࢇである。し

かしながら、そうした明の㒊分に対し、㐶かにከく

のᬯの㒊分、すなわちኻᩋ事౛がᏑᅾすることは、

産学ᐁ連携の当事者にとっては࿘知のことであろ

う。༓୕つほどではないにしても、成ຌの確率が㠀

ᖖに低いことは経験的に知られている。それにも関

わらず、「どのようにすれば成ຌに⮳ることができ

るのか」、ゝい᥮えれば「成ຌ確率を高めるための

方策は何か」に関しての実㊶的࣭効果的な分析、研

究成果はᐻ⪺にして知らない。産学ᐁ連携の当事者

にとってはႚ⥭のㄢ㢟であるにも関わらず、である。

そこで、本研究では成ຌ事౛に╔┠するという手ࠉ

法を㌿᥮し、ኻᩋに⮳る要ᅉを᥈る手法を᥇った。

これは、「負けに୙ᛮ㆟の負け↓し」(1) とゝわれる

ように、ᩋ໭㸻ኻᩋには何らかの୺య的なཎᅉが必

ずᏑᅾするという考え方に❧⬮したものである。成

ຌ事౛の୰にはഅ↛やᖾ㐠によるものが含まれてい

る可能性が高く、┿の要ᅉを㑅ูすることが㞴しい。

ኻᩋ事౛を分析し、そのඹ通点をᢳ出し、㢮ᆺ໬、

ᢳ象໬することで、様ࠎな事౛に応用可能なኻᩋを

ᮍ↛に㜵ࡄᣦ㔪もしくはࣜࢡࢵ࢙ࢳスト等のᙧにま

とめることが本研究の┠ᶆである。

㸰㸬ኻᩋ事౛の㢮ᆺ໬

⯆ኻᩋ事౛のデータは、➹者らがస成したᆅᇦ᣺ࠉ

事ᴗデータベース (2) よりᢳ出している。本データ

ベースは、産学ᐁ連携実ົ者の視点で記㍕㡯┠や୺

᪨をඹ通໬し、ከ様な分析 ͌ ホ౯に供することを念

㢌にస成したものである。今ᅇは、この୰からኻᩋ

࠙要᪨ ᆅᇦに᰿差した産学ᐁ連携事ᴗのከくは、所期の┠的࣭ࠉࠚ ┠ᶆのᮍ㐩という᣸ᢡを経験している。

ᕷ場動向の⃭ኚやኳ⅏等、当事者の㈐をၥえないものもあるが、そのከくは、当事者側の何らかの⍗⑅

やㄗ解、ⴠち度にᖐすると考えられる。本発表では、これまで㞟積してきた事౛を分析し、そのኻᩋの

要ᅉをᢳ出し、それらを㢮ᆺ໬することでኻᩋ要ᅉのࣃターン໬を行った結果について報࿌する。さら

に、ᆅᇦ産学ᐁ連携の当事者、特に、ࢥーディネータや事ᴗマネࣕࢪーの௻⏬、❧᱌、ุ᩿等の際に活

用可能な実㊶的ᣦ㔪のస成に向けたྲྀり⤌ࡳについて報࿌する。

表㸯ࠉ意ᛮỴ定の分析

஦ᴗẁ㝵 ពᛮỴᐃ者 判᩿ᇶ‽

ᵓ᝿ẁ㝵 ❧᱌者䠈 C D ᮇᚅ್の኱
䛝䛥䠈☜䛛䛥

஦ᴗ௻⏬ ❧᱌者䠈 C D 䠈
㈶ྠ者

ᐇ⌧ྍ⬟ᛶ
の኱ᑠ

⤌⧊タィ ❧᱌者䠈㈶
ྠ者のୖ㛗䠈

㐍䜑䜔䛩䛥䠈
ᶒ㝈のከᐻ

ཧຍເ㞟 ฟ㈨者䠈᪂
つཧຍ者

䝁䝇䝖䝯䝸䝑䝖䠈
䝸䝇䜽䠈┦ᛶ

๭䜚ᙜ䛶 ྛཧຍ者の
ୖ㛗

⮬ᕫの⬟ຊ䠈
ཧຍពḧ

合ព䞉ዎ⣙ ཧຍ⤌⧊の
䝖䝑䝥

⮬⤌⧊の䝯
䝸䝑䝖䠈䝸䝇䜽

ᇳ⾜䞉㐠⏝ 㐠⏝⤌⧊㛗䠈
ྛཧຍ⤌⧊

ຠ率䠈䝁䝇䝖䠈
㏿ᗘ䠈☜ᗘ

ホ౯䞉ಟṇ 㐠⏝⤌⧊㛗䠈
ྛཧຍ⤌⧊

㐍ᤖ≧ἣ䠈
ᐇ⌧ྍ⬟ᛶ

ᡂᯝ⛣㌿ ྛཧຍ⤌⧊
⛣㌿ඛ⤌⧊

ᐇ⏝໬ྍ⬟
ᛶ䠈䝯䝸䝑䝖



― 476―

もしくは୙適ษであったと記述されているุ᩿、Ỵ

定、実行等の事౛をᢳ出した。本データベースは、

ྛ事౛の結果だけではなく、そこに⮳った経⦋や

時ࠎのุ᩿、Ỵ定に⮳った理⏤や動ᶵ、実行ẁ㝵で

のㄢ㢟やၥ㢟点等が୺観的に記㍕されていることが

特徴であり、意ᛮỴ定と㑅ᢥの結果としてኻᩋに⮳

る過程を浮き彫りにすることができるものと考え、

分析を行った。

分析の手㡰はḟのとおりである。まず、これらのࠉ

ኻᩋ事౛を、いくつかのẁ㝵に分解し、その㒔度の

ุ᩿や㑅ᢥのᇶ準（表㸯）について㢮ᆺ໬を行う。

これは、事ᴗやプࣟࢡ࢙ࢪト等の成ྰは、✺きワめ

れば連続した意ᛮỴ定の結果であるという考え方に

❧⬮したものである。続いて、㢮ᆺ໬により得られ

た意ᛮỴ定ࣃターンに対して⤌⧊እ㒊及びෆ㒊⎔ቃ

が及ࡰす影響と効果について考察を行う。これによ

り、意ᛮỴ定を⎔ቃ要ᅉに対する反応ととらえ、実

行ẁ㝵における඾ᆺ的な意ᛮỴ定のࣃターンを浮き

彫りにする。᭱後に、これらのࣃターンを⤫合し、

㝗りやすいኻᩋࣃターンからኻᩋのண඙を⅝り出

し、❧᱌ẁ㝵から実行ẁ㝵において実ົᢸ当者が␃

意すべき事㡯を提示する。

㸱㸬ኻᩋのண඙

れのẁ㝵で㢧ⴭなኻࡒこうした分析の結果、それࠉ

ᩋࣃターン（表㸰）があることが明らかになった。

そのከくは、実ົ者にとってはどこかで経験したこ

とがあり┠᪂しいものではないとᛮわれるかもしれ

ないが、そのこと自యが、これらが「よくあるኻᩋ」

であることを示している。逆にゝえば、ኻᩋしてか

らそれにẼ࡙くのではなく、こうしたኻᩋࣃターン

に㝗りጞめた時点で、それにẼ௜き、ಟ正を図るこ

とで、ኻᩋをᅇ㑊し成ຌ確率を高めることにᙺ❧て

るべきであろう。

ターンの分㢮と⤫合の結果、ኻᩋに⮳る過ࣃኻᩋࠉ

程には、いくつかの重要で⮴࿨的な時期 ͌ ẁ㝵と、

特定の意ᛮỴ定事㡯の⤌ࡳ合わせがあることが分

かった。特に、௻⏬ẁ㝵での参加者の㑅ᢥと⤫一┠

ᶆの設定、⤫ᣓ的な㐠用⤌⧊の設ィと参加者のᣦ᥹

ᶒ限ጤㆡ、進ᤖุ᩿ᇶ準と≧ἣ認㆑のඹ有໬、参加

者への成果⛣行手㡰と成果ุ᩿の㱈㱒、等が඾ᆺ的

なࣃターン（表㸱）である。これらは、頻出するば

かりでなく、時としてಟ᚟がᴟめてᅔ㞴で⮴࿨的で

すらある場合が少なくない。これらが᭱もᅇ㑊すべ

表 ⏤ターンとその理ࣃኻᩋࠉ�

表 ターンࣃ඾ᆺ的なኻᩋࠉ�

஦ᴗẁ㝵 ኻᩋ䝟䝍䞊䞁 ⌮⏤

ᵓ᝿ẁ㝵 ᵓ᝿䛜⛶ᣋ䠈
⌧ᐇ䛸୙୍⮴

᳨ウ୙㊊䠈
ㄪᰝ୙ഛ

஦ᴗ௻⏬ ⮬ᕫ‶㊊䠈⮬
ᕫ▩┪䠈ዝ䜚

ᴦほⓗᛮ
⪃䠈ᮍ᳨ウ

⤌⧊タィ ฼ᕫⓗ䠈ཧຍ
者㛫の┦ඞ

฼ᕫ୺⩏䠈
ಶู᭱㐺

ཧຍເ㞟 ྠᗋ␗ክ䠈ᇙ
అのẘ䠈㐜ᘏ

ಶู᭱㐺䠈
ᡃ⏣ᘬỈ

๭䜚ᙜ䛶 ᐜ᫆㑅ᢥ䠈⁺
ኵの฼≺䛔

฼ᕫ୺⩏䠈
㈇ᢸᅇ㑊

合ព䞉ዎ⣙ ᮲௳㜚த䠈୙
ᙜせồ

฼ᕫ୺⩏䠈
㠀༠ຊ

ᇳ⾜䞉㐠⏝ ⟶⌮㐣ከ䠃
㐣ᑠ䠈పຠ率

ไᗘ䠈人஦䠈
᝟ሗ୙㐺

ホ౯䞉ಟṇ 判᩿の┦㐪䠈
┠ⓗ୙ᩚ合

ពᛮ୙␯
㏻䠈㠀ඹ᭷

ᡂᯝ⛣㌿ ᮲௳㜚த䠈ᛮ
ᝨの┦㐪

᝿ᐃのㄗ
ゎ䠈฼ᕫᛶ

ྵ䜎䜜る
䝟䝍䞊䞁

」合ⓗᙳ㡪
䛸䛭のᴫせ

ᙳ㡪の῝้
䛥䛸⠊ᅖ

ྠᗋ␗ክ
฼ᕫ୺⩏

ᡂᯝの発ᩓ
┠ⓗᮍ㐩

⮴࿨ⓗ䚸஦
ᴗ඲య

ᶒ㝈ᮍㆡ
⟶⌮㐣ከ

ᴗົ㐜⁫䚸
ᶵ఍ᦆኻ

㐍ᤖに㔜኱
なᙳ㡪

ᇶ‽の┦
㐪䚸ᮍ☜ㄆ

ホ౯の஋㞳䚸
合ព◚Რ

⮴࿨ⓗ䚸ᑗ
᮶ィ⏬඲⯡

஦ᚋィ⏬
の㱈㱒

ዎ⣙◚Რ䚸
ᡂᯝᨺᲠ

ᚋ⥅஦ᴗに
㔜኱なᙳ㡪

┿ព⛎༏
研✲ὶ⏝

ィ⏬㐓⬺䚸
㐜ᘏ䚸ᮍ㐩

㛵ಀᝏ໬ศ
⿣䚸⮴࿨ⓗ
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きኻᩋࣃターンとゝえる。そこでḟ❶からは、これ

らの⮴࿨的ኻᩋࣃターンをいかにᅇ㑊すべきかにつ

いて考察を行い、ᅇ㑊策を検討する。

㸲㸬ࣜࢡࢵ࢙ࢳストと自ᕫデ᩿

ターンがㄡの┠にも明らかにኻᩋだと認㆑ࣃኻᩋࠉ

される㡭には、もはや手㐜れであることがከい。一

見ᐖはないとᛮわれる事象や≧ἣをኻᩋࣃターンの

ண඙と認㆑できるかどうかが、ኻᩋࣃターンへの㝗

ⴠをᮍ↛に㜵ࡄ第一Ṍである。⌧実的には何らのၥ

㢟点も㢧ᅾ໬していない≧ἣであるので、͆ බᘧ͆の

ホ౯やᣦᶆには何の͇異ᖖ͇も見いだせないことが

ከい。よって、᭱も᪩く事象や≧ἣの͆ኚ໬͆が͇

ឤじられる͇⌧場のឤぬ͇が㢗りとなる。つまり、

何かがおかしい、何かがうまくいっていない、等ࠎ

と⌧場でᄱかれጞめたときが、そのண඙である。そ

うしたண඙のうち、特定のࣃターン（表㸲参照）に

ᒓするものこそが、⮴࿨的なኻᩋに⧅がる可能性が

高い。これらは表㸱に示す⮴࿨的ኻᩋࣃターンをᵓ

成するኻᩋ㢮ᆺに⧅がる可能性が高いண඙であり、

これらのண඙をࢡࢵ࢙ࢳすることで、᪩いẁ㝵で⮴

࿨的ኻᩋࣃターンにẼ௜くことが可能となる。もち

ろࢇ、これらのࢡࢵ࢙ࢳを行うのは⌧場にいる実ົ

ᢸ当者であり、上఩の意ᛮỴ定ᶒ者はそうした⌧場

のẼ௜きやኌに┿ᦸに向き合うጼໃが求められる。

特に、実行ẁ㝵では、実ົᢸ当者と上఩意ᛮỴ定ᶒ

者との㊥㞳ឤがᣑがる傾向にあるため、この⌧場の

㏿報࿌と、上఩者の≧ἣᢕᥱ࣭対応の㎿࣭ࢡࢵ࢙ࢳ

な連携が重要である。

ターンは㸰✀㢮に大ࣃண඙が示唆する⮴࿨的ኻᩋࠉ

ูされる。一つは、௙⤌ࡳのၥ㢟であり、進ᤖや効

率をᝏ໬させる要ᅉが₯ࢇでいる。つまり、㐠用が

㠀効率で進ᤖがᤖらないために、ࢥストや期限のၥ

㢟からኻᩋに⮳るࢣースである。もう一つは、参加

者間の┠的、┠ᶆ、意ᛮ、考え方等の㱈㱒に㉳ᅉす

るࢣースである。こちらの方がより῝้であり、解

Ỵがᅔ㞴である。༢に「設定された┠的や┠ᶆの解

㔘に違いがある」、「┠ᶆからの㐓⬺についてのチᐜ

⠊ᅖが異なる」等の認㆑上の相違（㸻₯ᅾ的同ᗋ異

ክ）に㉳ᅉするものから、「参加する┿の┠的が違

う」、「しがらࡳや❧場上の関係等から参加に⮳った

ᾘᴟ的関与（㸻確ಙ的同ᗋ異ክ）」等があり、特に

後者の場合は事後的な解Ỵが㠀ᖖに㞴しい。解Ỵの

ᅔ㞴さからゝえば、

௙⤌ࡢࡳၥ㢟㸺₯ᅾ的ྠᗋ␗ክ㸺☜ಙ的ྠᗋ␗ክ

の㡰でᅔ㞴さが増大し、同㡰でより᪩い対応が୙可

Ḟとなる。

㸳㸬ኻᩋࣃターンを㑊ける௙⤌ࡳ

ࢻと自ᕫデ᩿をフィーࢡࢵ࢙ࢳこうした⌧場のࠉ

バࢡࢵし、ኻᩋࣃターンᅇ㑊を実⌧するためには、

やはり⤌⧊ෆにそのための௙⤌ࡳをసり㎸ࢇでおく

必要がある。特に⮴࿨的な確ಙ的同ᗋ異ክをᅇ㑊も

しくは解ᾘするためには、௻⏬❧᱌ẁ㝵からその対

応を行う必要がある。この場合は、特定の参加者が

意図的に、事ᴗෆᐜやィ⏬を自㌟の┿の┠的にἢう

ようにバイ࢔スをかけようとするため、⤌⧊設ィに

当たってのᶒ限のᤸᥱが特に重要となる。ලయ的に

はィ⏬のᢎ認ᶒ限、ண⟬ᇳ行ᶒ限、及び事ᴗෆでの

ே事ᶒのᤸᥱが重要であり、᭕᫕なィ⏬のᢎ認や、

୺要ᴗົのጤ௵等は㑊けるべきである。何れにして

も、合意に⮳った事ᴗ等のෆᐜにἢわない事᱌につ

いてはᏳ᫆にᢎ認すべきではない。᭱も効果的な⤌

⧊ᙧែは、参加࣓ンバーからは⊂❧したඹ同のマネ

表 ターンのண඙ࣃ࿨的ኻᩋ⮴ࠉ�
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フによる㐠用⤌⧊を設❧し、当ヱඹࢵントスタ࣓ࢪ

同事ᴗ等に関するᶒ限を可能な限りそこに㞟୰させ

ることである。ḟၿの策としては、マネ࣓ࢪント⤌

⧊を参加࣓ンバーの上఩⤌⧊に┤結させることがあ

る。特に当ヱ事ᴗ等の௻⏬❧᱌実施に୺ᑟ的な❧場

をᢸった参加࣓ンバーの上఩⤌⧊との意ᛮ␯通がᮃ

ましい。これは、ᶒ限ጤㆡが㞴しい場合に有効であ

り、少なくともඹ同事ᴗが方向性の違いにより㌟動

きができなくなり、✵୰分解してしまう༴㝤性を低

ῶする効果はある。

また、㐠用に当たっては、できる限りᖖ設のマネࠉ

フを㓄⨨することが重要であࢵント⤌⧊とスタ࣓ࢪ

る。この⤌⧊とスタࢵフが⌧場からのフィーࢻバࢵ

を㞟⣙するᙺ┠をᢸうこととなる。ここでは、通ࢡ

ᖖの⤌⧊マネ࣓ࢪントで行われる⌧場のࣞベࣝと࣑

ントのࣞベࣝ間の情報のやりྲྀりに加࣓ࢪマネࣝࢻ

えて、参加࣓ンバー間の調整が୺要なᴗົとなる。

ඖࠎがู⤌⧊である参加࣓ンバーಶࠎの意図や方向

性はᇶ本的に発ᩓ傾向になるのは㑊けがたく、それ

を㝶時᮰ࡡて、合意した当ヱඹ同事ᴗの┠的にἢう

ように行動をಁすことが必㡲のᙺ๭である。

㸴㸬まとめ

ኻᩋからᩍカを得ることは、より効率的に事ᴗ成ࠉ

果を得るためには୙可Ḟであるとゝってもよいだろ

う。同じኻᩋを⧞り㏉さないというだけではなく、

ኻᩋのⱆをいち᪩く見つけ出し、対ฎすることで一

⯡的な成ຌ確率を高めることができるからである。

ኻᩋを分析し、㢮ᆺ໬し、実ົᢸ当者が␃意すべき

ண඙として᪥ࢡࢵ࢙ࢳࠎを行うことによって、͇ 同

じኻᩋ͇だけではなく、͇ 同じࣃターンのኻᩋの可

能性͇を察知し、᪩期の対応をಁすことが可能とな

る。図㸯に、඾ᆺ的な事ᴗフࣟーを図示し、ྛẁ㝵

のྑ側に、そのẁ㝵で頻出するኻᩋࣃターンを౛示

した。参加࣓ンバーの利ᕫ的な動きや同ᗋ異ክ、意

ᛮの見確認やㄗ解といった要⣲が」数ẁ㝵で見られ

ており、まさに連携事ᴗの㞴しさは、参加者間の調

整と結᮰の⥔持にあるとゝえよう。

時点では、まだ、事౛の数も少なく、ᮍだᇙも⌧ࠉ

れていてẼ௜いていないようなኻᩋࣃターンもṧさ

れているとᛮわれる。今後も、こうしたኻᩋ要ᅉ分

析を⥅続し、より一⯡性のある౑い຾手のよいᣦ㔪

の᥈⣴を⥅続したい。さらに実ົᢸ当者として産学

ᐁ連携事ᴗに携わる❧場として、これらの方策を実

際にヨ行し、その効用を確認するとともに、結果を

フィーࢻバࢡࢵし、⢭度の向上を図りたいと考えて

いる。
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